
日
　
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

２１

１１

場
市
役
所
本
庁
舎
前
（
森
野
２
―
２
―
　
）
２２

町
田
産
新
鮮
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
外
　
市
役
所
ま
ち
☆
ベ
ジ
市

問
農
業
振
興
課
　
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６

　
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９
９
１
３

 町
田
時
代
祭
り
２
０
１
３

武
者
行
列
の
参
加
者
募
集

　
　
月
　
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

１０

２７

る
「
町
田
時
代
祭
り
２
０
１
３
」

武
者
行
列
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
（
事
前
講
習
会
へ
の
参
加
が
必

須
）。

【
事
前
講
習
会
を
行
い
ま
す
】

日
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１０

１９

４
時

場
町
田
商
工
会
議
所

内
①
 直
  垂
 と
太
刀
②

ひ
た
 た
れ

 甲
  冑
 

か
っ
 ち
ゅ
う

定
①
　
人
②
　
人
（
い
ず
れ
も
申

３０

２０

し
込
み
順
）

費
①
１
万
円
②
３
万
円

申
参
加
者
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
性
別
・
参
加

希
望
の
番
号
と
項
目
を
明
記
し
、

　
月
　
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町
田

１０

１８

時
代
祭
り
２
０
１
３
実
行
委
員
会

（
返
７
２
４
・
１
９
５
２
）
へ
。

問
町
田
時
代
祭
り
２
０
１
３
実
行

委
員
会
事
務
局
（
町
田
市
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内
）
辺
７
２

４
・
１
９
５
１
（
受
付
時
間
＝
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）、

町
田
市
産
業
観
光
課
辺
７
２
４
・

２
１
２
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１

・
９
６
１
５

市
内
の
銭
湯
で

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

　
　
月
１
日
か
ら
市
内
２
浴
場
で

１０
利
用
で
き
る
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
（
入
浴
１
回
で
１
ポ

１５イ
ン
ト
）
を
集
め
る
と
、
無
料
入

浴
が
１
回
で
き
ま
す
。

　
カ
ー
ド
発
行
を
希
望
の
方
は
、

番
台
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
な
お
、「
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス

（
風
呂
の
日
・
朝
湯
・
し
ょ
う
ぶ

湯
・
ゆ
ず
湯
・
敬
老
の
日
）」
は
、

終
了
し
ま
し
た
。

場
大
蔵
湯
（
木
曽
町
５
２
２
）、

金
森
湯
（
金
森
３
―
　
―
　
）

２２

２１

問
大
蔵
湯
辺
返
７
２
３
・
５
６
６

４
、
金
森
湯
辺
返
７
９
６
・
５
９

２
６
、
町
田
市
産
業
観
光
課
辺
７

２
４
・
２
１
２
９
返
０
５
０
・
３

１
０
１
・
９
６
１
５

住
宅
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税

（
家
屋
）
の

減

額

制

度

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
の

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
固
定

資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。

※
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
か

月
以
内
に
申
告
し
て
下
さ
い
。

【
耐
震
改
修
】

対
１
９
８
２
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
を
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
改
修

工
事
（
工
事
費
用
が
　
万
円
を
超

５０

え
る
も
の
）
を
行
っ
た
も
の

内
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減

額
（
１
戸
当
た
り
床
面
積
１
２
０

㎡
相
当
分
を
上
限
）

減
額
期
間
２
０
１
３
年
１
月
～
２

０
１
５
年
　
月
に
工
事
が
終
了
し

１２

た
場
合
＝
翌
年
度
１
年
分
（
た
だ

し
、「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す

る
、
通
行
障
害
既
存
耐
震
不
適
格

建
築
物
に
該
当
す
る
も
の
は
翌
年

度
分
か
ら
２
年
分
）

【
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
】

対
２
０
０
７
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
（
補

助
金
な
ど
を
除
く
工
事
費
用
が
　５０

万
円
を
超
え
る
も
の
）
を
行
っ
た

も
の

内
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の
１
を

減
額
（
１
戸
当
た
り
床
面
積
１
０

０
㎡
相
当
分
を
上
限
）

減
額
期
間
改
修
工
事
完
了
の
翌
年

度
１
年
分

【
省
エ
ネ
改
修
】

対
２
０
０
８
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
省
エ
ネ
改
修
工
事
（
窓
の
断
熱

改
修
工
事
が
必
須
・
工
事
費
用
が

　
万
円
を
超
え
る
も
の
）
を
行
っ

５０た
も
の

内
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の
１
を

減
額
（
１
戸
当
た
り
床
面
積
１
２

０
㎡
相
当
分
を
上
限
）

減
額
期
間
改
修
工
事
完
了
の
翌
年

度
１
年
分

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
及
び
省
エ

ネ
改
修
に
伴
う
減
額
は
、
各
々
の

申
告
に
よ
り
同
時
に
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
耐
震
改
修
を
行
っ
た
住
宅

に
係
る
減
額
制
度
と
同
時
に
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
資
産
税
課
家
屋
係
辺
７
２
４
・

２
１
１
８
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
０
９
４

住
宅
の
耐
震
化
を
応
援

【
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会
】

対
市
内
の
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅

を
自
ら
が
所
有
し
居
住
し
て
い
る

方日
・
場
　
月
　
日
＝
な
る
せ
駅
前

１１

１２

市
民
セ
ン
タ
ー
、　
月
　
日
＝
玉

１１

２６

川
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
午
後
２
時

～
４
時

内
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診

断
と
耐
震
化
助
成
制
度
の
説
明
、

個
別
相
談
、
申
請
の
受
け
付
け

定
各
　
人
（
い
ず
れ
も
申
し
込
み

５０

順
）

申
電
話
で
建
物
住
宅
対
策
課
へ
。

持
ち
物
建
築
確
認
通
知
書
（
建
築

時
期
の
わ
か
る
も
の
）
と
図
面

（
建
物
・
土
地
の
状
況
が
わ
か
る

も
の
）

※
町
内
会
・
自
治
会
で
耐
震
相
談

会
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
（
日
程
の
調
整
を

お
願
い
す
る
場
合
有
り
）。

【
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診

断
】

対
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
木
造
戸
建
て
住
宅
を
自
ら

が
所
有
し
居
住
し
て
い
る
方

申
住
宅
の
建
築
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
（
建
築
確
認
通
知
書

等
）
の
写
し
と
住
宅
の
図
面
の
写

し
を
持
っ
て
、
直
接
建
物
住
宅
対

策
課
（
市
役
所
本
庁
舎
８
階
）
へ
。

※
木
造
住
宅
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
耐
震
化
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。

※
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
に

関
し
て
、
市
職
員
が
突
然
訪
問

し
、
診
断
や
工
事
を
勧
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
が
委

託
し
て
い
る
耐
震
調
査
士
・
耐
震

診
断
士
は
、
市
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不

安
を
感
じ
た
と
き
は
、
身
分
証
明

書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

問
建
物
住
宅
対
策
課
辺
７
２
４
・

４
２
６
９
返
０
５
０
・
３
１
６
１

・
６
１
０
９

低
年
齢
児
認
可
保
育
所
事
業

概
要
説
明
会

　
市
で
は
、
待
機
児
童
の
早
急
な

解
消
を
目
指
し
、
待
機
児
童
の
約

　
％
を
占
め
る
０
～
２
歳
児
を
対

９０象
と
し
た
　
年
間
限
定
の
認
可
保

２０

育
所
の
公
募
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
　
民
間
か
ら
土
地
と
建
物
の
提
供

を
受
け
た
運
営
法
人
が
保
育
所
を

開
設
す
る
新
築
型
、
も
し
く
は
民

間
か
ら
借
り
受
け
た
建
物
を
運
営

法
人
が
改
修
し
て
保
育
所
を
開
設

す
る
改
修
型
、
い
ず
れ
か
を
開
設

す
る
保
育
所
を
１
園
公
募
し
ま

す
。
　
本
制
度
で
は
建
設
費
と
賃
借
料

の
一
部
を
市
が
補
助
す
る
予
定

で
、
開
所
日
は
、
新
築
型
・
改
修

型
と
も
に
２
０
１
４
年
　
月
を
基

１０

本
と
し
ま
す
。
説
明
会
当
日
に
詳

細
を
説
明
し
ま
す
。

対
①
東
京
都
・
神
奈
川
県
に
お
い

て
認
可
保
育
所
を
１
年
以
上
運
営

し
て
い
る
法
人
②
市
内
の
う
ち
、

町
田
駅
周
辺
地
域
の
指
定
エ
リ
ア

に
土
地
建
物
を
所
有
す
る
者
（
詳

細
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
支
援

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）、

建
設
業
者
及
び
設
計
業
者
等
 

日
　
月
　
日（
木
）午
後
２
時
か
ら

１０

２４

場
市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

内
公
募
要
件
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

補
助
内
容
等

申
参
加
者
氏
名
・
質
問
事
項
を
明

記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、　
月
　
日
ま
で
に
、
子
育
て

１０

２３

支
援
課
（
返
０
５
０
・
３
１
０
１

・
９
４
５
９
遍mcity380@city.m

               a  

chida.tokyo.j

             p  ）
へ
。

問
子
育
て
支
援
課
辺
７
２
４
・
４

４
６
７測

量
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

く
都
市
再
生
地
籍
調
査
事
業
の
実

施
に
伴
い
測
量
を
行
い
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
私
有
地
に
立
ち
入

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
測
量
者
は

町
田
市
発
行
の
土
地
立
入
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思

っ
た
時
は
証
票
の
提
示
を
お
求
め

下
さ
い
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
間
　
月
中
旬
～
２
０
１
４
年
３

１０

月
下
旬

区
域
鶴
川
三
丁
目
・
大
蔵
町
の
各

一
部

※
詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

問
道
路
用
地
課
辺
７
２
４
・
１
１

５
５
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
５

３
６
８

 街
頭
相
談
を
実
施
し
ま
す

住
宅
・
造
園
相
談
会

　
街
頭
住
宅
・
造
園
相
談
会
（
無

料
） 
の
ほ
か
、
木
工
製
品
や
花
・

苗
木
の
販
売
等
も
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
　
月
　
日
（
日
） 
午
前
　
時
～

１０

２０

１０

午
後
３
時
　
分
３０

場
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
２
階

市
民
広
場

問
産
業
観
光
課
辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

６
１
５

お
い
で
下
さ
い

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
カ

ラ
オ
ケ
、
簡
単
な
入
浴
、
囲
碁
・

将
棋
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、
サ
ー
ク

ル
活
動
等
を
、
高
齢
者
の
方
が
無

料
で
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　
ま
た
、
施
設
利
用
者
用
の
送
迎

バ
ス
「
長
寿
号
」
が
市
内
を
運
行

し
て
い
ま
す
（
運
行
日
程
は
、
本

紙
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
参

照
）。

所
在
地
①
ふ
れ
あ
い
桜
館
＝
下
小

山
田
町
３
５
８
０
、
辺
７
９
７
・

２
９
７
１
②
ふ
れ
あ
い
も
み
じ
館

＝
金
森
東
３
―
　
―
　
、
辺
７
９

１７

１４

６
・
１
０
２
０
③
ふ
れ
あ
い
い
ち

ょ
う
館
＝
大
蔵
町
１
９
８
４
―

１
、
辺
７
３
５
・
５
０
２
０
④
ふ

れ
あ
い
け
や
き
館
＝
相
原
町
７
９

５
―
１
（
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
２

階
）、
辺
７
７
０
・
６
２
３
４
⑤

ふ
れ
あ
い
く
ぬ
ぎ
館
＝
山
崎
町
２

１
６
０
―
４
（
木
曽
山
崎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）、
辺
７

９
３
・
６
３
３
１
⑥
ふ
れ
あ
い
も

っ
こ
く
館
＝
原
町
田
５
―
８
―
　２１

（
健
康
福
祉
会
館
３
階
）、
辺
７
２

４
・
５
０
７
６

対
市
内
在
住
の
介
助
が
必
要
で
な

い
　
歳
以
上
の
方

６０
※
初
回
利
用
時
に
、
健
康
保
険
証

等
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
下

さ
い
。

開
館
時
間
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
利
用
内
容
で
終
了
時
間
が
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
各
施
設
へ
ご

確
認
下
さ
い
。

休
館
日
祝
日
（
敬
老
の
日
は
開

館
）、
年
末
年
始
、
①
～
③
月
曜

日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
も
休
館
）、
④
～
⑥
日
曜
日

※
ふ
れ
あ
い
桜
館
は
施
設
修
繕
の

た
め
、　
月
　
日
は
臨
時
休
館
し

１０

２０

ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４
・
２

１
４
１
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

在
日
外
国
人
等
の
方
に
支
給
し
ま

す
福
祉
給
付
金

　
１
９
８
６
年
３
月
　
日
以
前
に

３１

日
本
に
移
住
し
た
在
日
外
国
人

（
特
別
永
住
者
）
等
の
方
で
、　
公

的
年
金
の
受
給
要
件
を
制
度
上
満

た
す
こ
と
の
で
き
な
い
方
に
、
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
１
９
２
６
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
②
１
９
６
２
年
１
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
障
が
い
の

あ
る
方
で
、
１
９
８
２
年
１
月
１

日
以
前
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障

が
い
で
あ
っ
た
方
③
１
９
４
７
年

１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
障
が

い
の
あ
る
方
で
、
１
９
８
２
年
１

月
１
日
～
１
９
８
６
年
３
月
　
日
３１

に
重
度
も
し
く
は
中
度
の
障
が
い

に
な
っ
た
方

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
方
、

町
田
市
以
外
の
自
治
体
か
ら
同
様

の
趣
旨
で
支
給
さ
れ
る
手
当
等
を

受
け
て
い
る
方
、
町
田
市
に
住
民

登
録
を
し
て
１
年
を
経
過
し
て
い

な
い
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え

る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養

成

講

座

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
と
理
解
を
持
つ
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
　
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～

１１

１４

１０

　
時
　
分

１１

３０

場
木
曽
山
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

定
１
２
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
イ
ベ

１１

１２

ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４
・
２

１
４
０
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

義
援
金
に
ご
協
力
下
さ
い

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、「
埼
玉

県
竜
巻
災
害
義
援
金
」
を
　
月
　

１０

３１

日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
取
扱
方
法
は
郵
便
振
替
（
窓
口

で
の
取
り
扱
い
の
場
合
、
送
金
手

数
料
は
無
料
）
で
す
。

口
座
名
義
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県

支
部
竜
巻
災
害
義
援
金

口
座
番
号
０
０
２
０
０
―
５
―
１

０
２
１

※
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
埼
玉

県
竜
巻
災
害
義
援
金
」
と
明
記
し

て
下
さ
い
。

※
受
領
証
の
発
行
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に

「
受
領
証
希
望
」
と
明
記
し
て
下

さ
い
。

問
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
赤

十
字
社
員
課
辺
　
・
５
２
７
３
・

０３

６
７
４
３
、
町
田
市
福
祉
総
務
課

辺
７
２
４
・
２
５
３
７
返
０
５
０

・
３
１
０
１
・
０
９
２
８

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

　
市
で
は
、
市
長
申
立
の
方
以
外

に
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要

な
方
で
、
申
立
費
用
及
び
後
見
人

等
へ
の
報
酬
の
支
払
い
が
困
難
な

場
合
、
そ
の
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

【
申
立
費
用
の
助
成
】

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
申
立

人
と
な
る
方
①
生
活
保
護
を
受
給

中
、
ま
た
は
準
じ
て
い
る
②
申
立

対
象
者
の
住
民
票
が
町
田
市
に
あ

る
③
自
身
に
つ
い
て
申
し
立
て
を

行
う
④
　
月
１
日
～
　
日
の
間

１２

２７

に
、
必
ず
法
定
後
見
の
申
し
立
て

を
家
庭
裁
判
所
へ
行
う
 

内
申
し
立
て
後
に
、
申
立
費
用
の

う
ち
、
診
断
書
料
・
収
入
印
紙
代

・
鑑
定
費
用
を
助
成

【
報
酬
費
用
の
助
成
】

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
被
後

見
人
等
の
方
①
住
民
票
が
町
田
市

に
あ
る
②
生
活
保
護
を
受
給
中
、

も
し
く
は
準
ず
る
方
で
成
年
後
見

人
等
（
親
族
を
除
く
）
へ
の
報
酬

費
用
が
負
担
で
き
な
い
③
直
近
１

年
間
以
内
の
分
の
報
酬
付
与
を
　１２

月
１
日
～
　
日
の
間
に
、
必
ず
家

２７

庭
裁
判
所
へ
申
し
立
て
を
行
う
④

他
の
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い

内
報
酬
費
用
を
被
後
見
人
等
へ
助

成
（
予
算
の
範
囲
と
な
る
た
め
、

該
当
者
の
人
数
に
よ
り
助
成
額
が

変
動
）

◇

申
　
月
１
日
～
　
日
（
必
着
）

１１

２９

※
お
申
し
込
み
の
前
に
、
福
祉
総

務
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

問
福
祉
総
務
課
辺
７
２
４
・
２
５

３
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
０

９
２
８

町
田
市
中
等
度
難
聴
児

発
達
支
援
事
業

　
　
月
８
日
か
ら
、
身
体
障
害
者

１０
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
　１８

歳
未
満
の
児
童
の
方
へ
、
補
聴
器

購
入
費
の
助
成
を
開
始
し
ま
し

た
。

対
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
方
①
市
内
在
住
の
　
歳
未
満
で

１８

あ
る
②
身
体
障
害
者
手
帳
（
聴
覚

障
害
）
交
付
の
対
象
と
な
る
聴
力

で
は
な
い
③
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル

が
　
ｄ
Ｂ
以
上
で
あ
り
、
補
聴
器

３０
の
装
用
に
よ
り
、
言
語
の
習
得
等

一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
医

師
が
判
断
す
る

※
助
成
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
世
帯
の
所
得
状
況
に

よ
り
、
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
障
が
い
福
祉
課
辺
７
２
４
・
２

１
４
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

１
６
５
３

指
定
特
定
相
談
支
援
・
指
定
障
害

児
相
談
支
援
事
業
者
の

指
定
申
請
に
つ
い
て

　
指
定
特
定
相
談
支
援
・
指
定
障

害
児
相
談
支
援
事
業
の
実
施
を
希

望
す
る
事
業
者
は
、
事
業
を
開
始

す
る
希
望
月
の
２
か
月
前
の
月
末

ま
で
に
申
請
書
類
を
障
が
い
福
祉

課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
各
月
１

日
付
で
指
定
を
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
　
月
中
に
申
請
書
類
の
受
け
付

１０
け
が
完
了
し
、
審
査
基
準
を
満
た

し
た
事
業
者
は
、　
月
１
日
か
ら

１２

事
業
を
開
始
で
き
ま
す
。

問
障
が
い
福
祉
課
辺
７
２
４
・
３

０
８
９
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

１
６
５
３

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
が

届
か
な
い
方
は
連
絡
を

　
来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
（
２
０
０
７
年
４
月
２
日

～
２
０
０
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
）
の
健
康
診
断
を
、

　
月
中
に
市
内
各
小
学
校
で
行
い

１１ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
通
知
書
を
　１０

月
　
日
ご
ろ
届
く
よ
う
に
お
送
り

１０
し
ま
し
た
。
数
日
経
っ
て
も
通
知

が
届
か
な
い
方
や
、
私
立
小
学
校

に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

保
健
給
食
課
（
辺
７
２
４
・
２
１

７
７
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
８

６
８
１
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

受
診
は
お
済
み
で
す
か

成
人
健
康
診
査

　
市
で
は
、　
歳
以
上
の
町
田
市

４０

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
町
田
市

民
で
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
に
成
人
健
康
診

査
の
受
診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
こ
の
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
早
期
発
見
と

予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
月
か
ら
来
年
１
月
末
に
か
け

１０
て
、
受
診
を
お
勧
め
す
る
電
話
を

お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
ま
だ
受
診
が
お
済
み
で

な
い
方
に
は
、
受
診
さ
れ
て
い
な

い
理
由
や
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い

し
ま
す
。
今
後
の
受
診
率
の
向
上

や
制
度
の
改
善
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
電
話
は
、
市
が
業
務
を
委
託
し

た
（
株
）
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
エ
ボ
ル
バ
が

お
か
け
し
ま
す
。
そ
の
際
に
金
銭

の
振
り
込
み
を
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
保
険
年
金
課
辺
７
２
４
・
２
１

３
０
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
５

１
５
４

　
月
　
日
～
　
日
は

１０

１１

１７

違
反
建
築
防
止
週
間

　
違
反
建
築
防
止
週
間
中
の
　
月
１０

　
日
（
木
）
は
、
住
み
よ
い
ま
ち

１７づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
違
反

建
築
を
取
り
締
る
一
斉
公
開
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

問
建
物
住
宅
対
策
課
辺
７
２
４
・

４
２
６
８
返
０
５
０
・
３
１
６
１

・
６
１
０
９

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　
　
月
　
日
に
横
浜
市
消
防
訓
練

１０

１７

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
、
第
　２１

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
町

田
市
消
防
団
女
性
隊
（
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
隊
）
が
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、

　
月
　
日
に
東
京
消
防
庁
消
防
学

１０

２６

校
で
開
催
さ
れ
る
第
　
回
東
京
都

４３

消
防
操
法
大
会
に
は
町
田
市
消
防

団
第
一
分
団
が
出
場
し
ま
す
。

　
消
防
操
法
大
会
は
、
選
抜
さ
れ

た
選
手
が
、
ポ
ン
プ
車
（
女
性
隊

は
軽
可
搬
ポ
ン
プ
）
か
ら
ホ
ー
ス

を
延
ば
し
、
目
標
の
火
点
に
向
か

っ
て
放
水
し
、
そ
の
技
術
を
競
い

合
う
も
の
で
、
地
域
の
防
災
体
制

強
化
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

消
防
操
法
大
会
に

町
田
市
消
防
団
が
出
場
し
ま
す

消
防
操
法
大
会
に

町
田
市
消
防
団
が
出
場
し
ま
す

し
て
い
ま
す
。　

○
消
防
団
員
募
集
中
外

　
町
田
市
消
防
団
で
は
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
条
件
等
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
防
災
安
全
課
辺
７
２
４
・
２
１

０
７
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６

５
１
９

　火葬によるダイオキシン類の発生や焼骨の損傷を
防ぐため、棺の中に副葬品（特にプラスチック製品
や化学繊維製品等）を入れないようご協力をお願い
します。
※南多摩斎場では、排ガス中のダイオキシン類等の
測定を行っています。調査結果は下記のとおりです。
 問南多摩斎場辺７９７・７６４１

南多摩斎場から副葬品に関するお願南多摩斎場から副葬品に関するお願いい

ダイオキシン類等調査結果（２０１２年１２月１１日測定）
指針値等１１号炉６号炉調査項目（単位）

５（※１）０.３５０.３２ダイオキシン類濃度
（ng-TEQ/㎥N）

０.１５（※２）０.００１０.００１ばいじん濃度（g/㎥N）
７００（※２）８１５塩化水素濃度（mg/㎥N）
無し１未満３硫黄酸化物濃度（Volppm）

２５０（※２）２１１４窒素酸化物濃度（Volppm）
※１火葬場から排出されるダイオキシン類削減対策指
針値
※２「大気汚染防止法」の廃棄物焼却炉の規制値

健康
　メモ
（町田市薬剤師会）

　
薬
に
は
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で

皆
さ
ん
が
購
入
す
る
一
般
医
薬
品

（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
と
、
処
方
 箋
 に
よ
る

せ
ん

医
療
用
医
薬
品
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
そ
れ
ら
の
薬
を
正
し
く

服
用
（
使
用
）
さ
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

　
一
般
医
薬
品
を
購
入
す
る
際

や
、
調
剤
さ
れ
た
薬
を
受
け
取
る

時
、
薬
剤
師
等
か
ら
服
用
方
法
・

服
用
量
・
副
作
用
や
注
意
事
項
等

の
説
明
を
聞
い
た
り
、
薬
剤
情
報

提
供
書
を
受
け
取
る
と
思
い
ま
す

が
、
確
認
の
た
め
に
薬
の
飲
み

方
、
使
い
方
の
説
明
を
し
ま
す
。

・
食
後
＝
食
事
終
了
後
　
分
以
内

３０

・
食
前
＝
食
事
開
始
前
　
分
以
内

３０

・
食
直
後
＝
食
事
終
了
後
５
分
以

内
・
食
直
前
＝
食
事
開
始
前
５
分
以

内
・
食
間
＝
食
事
終
了
後
２
～
３
時

間
後
、
ま
た
は
次
の
食
事
の
２

～
３
時
間
前

・
就
寝
前
＝
寝
る
　
分
前

３０

・
頓
服
＝
症
状
が
出
た
時

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
服
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
薬
の
形

（
錠
剤
や
粉
薬
な
ど
）
は
、
薬
の

特
性
や
効
き
目
の
強
弱
・
副
作
用

を
考
慮
し
て
指
示
を
し
て
い
ま

す
。

　
で
は
、
こ
の
指
示
を
さ
れ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
飲
み
忘
れ
た
時
は
、

い
つ
服
用
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。「
今
、
で
し
ょ
う
外
」
で

は
な
く
、
特
殊
な
薬
は
別
に
し

て
、
通
常
は
１
日
３
回
食
後
に
服

用
の
薬
は
、
１
回
分
休
ん
で
、
次

の
回
か
ら
服
用
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
１
日
２
回
食
後
に
服
用
の
薬

は
、
気
が
付
い
た
時
に
服
用
し
ま

す
が
、
次
に
服
用
す
る
ま
で
少
な

く
と
も
６
時
間
以
上
間
隔
を
開
け

て
下
さ
い
。
食
前
・
食
直
前
の
薬

は
、
食
事
中
に
気
が
付
い
た
時

は
、
そ
の
時
に
服
用
し
て
下
さ

い
。
食
後
に
気
が
付
い
た
時
は
服

用
し
な
い
で
下
さ
い
。
食
直
後
の

薬
は
服
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

　
薬
を
飲
む
時
は
、
１
０
０
㏄
位

の
水
ま
た
は
ぬ
る
ま
湯
で
飲
ん
で

下
さ
い
。
ま
た
、
錠
剤
や
カ
プ
セ

ル
が
服
用
し
づ
ら
い
時
は
、
ご
自

身
で
錠
剤
を
砕
い
た
り
、
カ
プ
セ

ル
を
分
解
し
た
り
し
な
い
で
薬
剤

師
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
次
に
目
薬
の
使
い
方
で
す
。
目

薬
を
差
す
時
は
、
容
器
の
先
が
眼

に
触
れ
な
い
よ
う
に
、
下
ま
ぶ
た

に
１
～
２
滴
入
れ
て
軽
く
眼
を
閉

じ
て
下
さ
い
。

　
湿
布
薬
は
、
貼
る
部
分
の
汗
や

汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
か
ら
貼
っ
て

下
さ
い
。
入
浴
時
は
、
湿
布
薬
を

剥
が
し
て
５
分
以
上
経
過
し
て
か

ら
入
浴
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
湿

布
薬
は
種
類
に
よ
っ
て
、
陽
の
光

に
よ
り
皮
膚
炎
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
下

さ
い
。　
　
　

　
薬
に
つ
い
て
分
ら
な
い
こ
と

は
、
掛
か
り
つ
け
の
薬
局
の
薬
剤

師
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　多年にわたり町内会・自治会や連合会の代表者を務め、地
域社会の発展に尽力され、退任された方々に感謝状を贈呈し
ました。
問市民協働推進課辺７２４・４３６２返０５０・３０８５・６５１７

町内会・自治会代表退任者に
感謝状を贈呈しました

２０１２年度に退任された３９人の方々へ、１０月１日に市長から感謝
状を贈呈しました

東京都代表で全国大会に
出場するヴィーナス隊

薬
の
飲
み
方
、使
い

薬
の
飲
み
方
、使
い
方方

（6） 2013.　10.　11凡例　対対象　日日時　場会場　内内容　講講師　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ2013.　10.　11 （7）町田市イベントダイヤル　辺０４２・７２４・５６５６（電話受付時間＝午前７時～午後１１時）番号間違いにご注意下さい




